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接続できる機器を制限する
MACアドレスフィルタの設定
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PCの準備
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Wi-Fiルーターを設定する間だけは、
PCのネットワーク接続を変更してください。

①PCからLANケーブルを外してください。
②PCは設定を行うWi-Fiルーターに接続してください。
アクセスポイントの一覧に、「TP-Link～」という名前にて
Wi-Fiルーターが表示されるので選択したください。

③PINを求められるので、Wi-Fiルーター背面のシールに記載されている
ワイヤレスパスワード/PINを入力してください。



PCの準備
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PCのコマンドプロンプトを開き、「ipconfig /all」を入力してください。
「物理アドレス」の値をメモしてください。



スマホの準備
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スマホのAndroid設定画面にて、Wi-Fi設定の詳細を開き、
MACアドレスをメモしてください。



管理ページへログインする
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Wi-Fiルーターはスタンドアロンにて動作できます。
PCとWi-Fiルーターを接続してください。(PCとWi-Fiルーターだけの閉じたWi-Fi環境になります。)
PCをWi-Fiルーターに接続したら、「http://192.168.0.1」をインターネット閲覧ソフト(インターネットエクスプロー
ラーやクロームブラウザー)にて開いてください。(Wi-Fiルーターの中で図の管理ページが動作しています。)
ユーザー名：admin
パスワード：admin
にてログインすると、管理ページが表示されます。

http://192.168.0.1/


Wi-Fiルータに接続できるMACアドレスを制限する
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「ワイヤレス2.4GHz」->「ワイヤレスMACフィルター」を選択してください。
「新規追加」を選択してください。



エントリを追加する
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メモを参照してMACアドレスと機器の説明を入力してください。
ステータスを「有効」にして、「保存」を押してください。

画面がもとに戻りますので、１つづつ、使用する機器のエントリを追加してください。



アクセス制御の種類を選ぶ
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すべての機器のエントリを追加したら、フィルタリングルールを「許可」にしてください。

【注意！】
まだ「有効にする」ボタンは押しては行けません。アクセスできなくなる可能性があります。



アクセス制御を有効にする
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「有効にする」ボタンを押すとアクセス制御が有効になります。
もしアクセスできなくなった場合は、MACアドレスが間違っている可能性があります。

Wi-Fiルータを工場出荷時に戻した後、設定を復元し、間違った値を修正してください。



設定情報
RFIDシステム導入時に推奨する設定情報
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ワイヤレス2.5Ghz SSIDブロードキャストを停止する
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ワイヤレスネットワーク名は工場出荷時のまま。
SSIDブロードキャストは無効。



ワイヤレス2.5Ghzワイヤレスセキュリティ
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ワイヤレスセキュリティは工場出荷時のまま。



ワイヤレス設定(5GHz)
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5GHzは「無効」。



ご注意

当資料に含まれる情報は可能な限り正確を期しておりますが、当資料に記載された内容に関しては株式会社ハヤト・インフォ
メーションが何ら保証するものではありません。

従って、この情報の利用は使用者の責任において為されるものであり、資料の内容によって受けたいかなる被害に関しても一
切の保証をするものではありません。
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最終ページ
ご質問・ご希望はカスタマーサービスへメールください。


